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要約：In this study, it is possible to grasp of vocational indecision and mental health by performing 
a questionnaire survey on vocational decision and mental health for targeting the active university 
students. I have studied the challenges of student counseling and career education in universities, 
its interrelationships and the way of guidance and support. I was using the vocational indecision 
scale （Shimoyama, 1986） in search on vocational decision and the University Personality Inventory 
in the investigation of mental health. As a result, it has been found that “immaturity”, “confusion”, 
“moratorium”, “exploration”, “easiness”, “decision” are affecting the symptom form of depression, 
obsession and social anxiety and occupation indecision. In the background of the mental symptoms 
of university students, the problems of self-determination of career choice has been grasped. This 
suggested that psychological and social support with a view to the problem of vocational decision 
in student counseling for complaining of psychological symptoms and need for support of identity 

















































































































度数 ％ 有効％ 累積％
有効
１年 70 41.2 41.4 41.4
２年 77 45.3 45.6 87.0
３年 19 11.2 11.2 98.2
４年  3  1.8 1.8 100.0
合計 169 99.4 100.0
欠損値 システム欠損値 1 .6





















度数 ％ 有効％ 累積％
有効
男子  91 53.5  53.8  53.8
女子  78 45.9  46.2 100.0
合計 169 99.4 100.0









































表４　大学生精神的健康調査（University Personality Inventory） （1966，全国大学健康管理協会）
1 食欲がない　※ 31 赤面して困る
2 吐き気，胸やけ，腹痛がある 32 吃ったり，声がふるえる
3 わけもなく便秘や下痢をしやすい 33 体がほてったり，冷えたりする
4 動悸や脈が気になる 34 排尿や性器のことが気になる
5 いつも体の調子がよい（L） 35 気分が明るい　（L）
6 不平や不満が多い 36 なんとなく不安である
7 親が期待しすぎる 37 独りでいると落ち着かない
8 自分の過去や家族は不幸である　※ 38 ものごとに自信を持てない
9 将来のことを心配しすぎる 39 何事もためらいがちである
10 人に会いたくない 40 他人にわるくとられやすい
11 自分が自分でない感じがする 41 他人が信じられない
12 やる気が出てこない 42 気をまわしすぎる
13 悲観的になる 43 つきあいが嫌いである
14 考えがまとまらない 44 ひけ目を感じる
15 気分に波がありすぎる 45 とりこし苦労をする
16 不眠がちである　※ 46 体がだるい
17 頭痛がする 47 気にすると冷汗が出やすい
18 首すじや肩がこる 48 めまいや立ちくらみがする
19 胸がいたんだり，しめつけられる 49 気を失ったり，ひきつけたりする
20 いつも活動的である（L） 50 よく他人に好かれる（L）
21 気が小さすぎる 51 こだわりすぎる
22 気疲れする 52 くり返し確かめないと苦しい
23 いらいらしやすい 53 汚れが気になって困る
24 おこりっぽい 54 つまらぬ考えがとれない
25 死にたくなる　※ 55 自分のへんな匂いが気になる
26 何事も生き生きと感じられない 56 他人に陰口をいわれる
27 記憶力が低下している 57 周囲の人が気になって困る
28 根気が続かない 58 他人の視線が気になる
29 決断力がない 59 他人に相手にされない
















































































































決定 × × × × ○
未熟 × ○ ○ × ×
猶予 × ○ × × ○
混乱 × ○ ○ ○ ×
模索 × × × ○ ×














下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
決定 10.377 1 10.377 5.656 .019 p<.05＊
従属変数：対人不安
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
未熟 37.605 1 37.605 5.346 .022 p<.05＊
従属変数：抑うつ傾向
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
未熟 190.178 1 190.178 8.039 .005 p<.01＊＊
従属変数：陰性傾向
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
猶予 5.657 1 5.657 3.037 .083 p<.1　+
従属変数：抑うつ傾向
下位尺度 タイプ III  平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
猶予 183.258 1 183.258 7.733 .006 p<.01＊＊
従属変数：対人不安
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
混乱 83.300 1 83.300 12.319 .001 p<.001＊＊＊
従属変数：強迫傾向
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
混乱 47.647 1 47.647 8.552 .004 p<.01＊＊
従属変数：抑うつ傾向
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
混乱 536.494 1 536.494 24.843 .000 p<.001＊＊＊
従属変数：強迫傾向
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
模索 27.348 1 27.348 4.804 .030 p<.05＊
従属変数：陰性傾向
下位尺度 タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
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